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ハル大学 日本語教育インターンの概要 

 

1. プログラムの概要 

ハル大学の外国語学部 (School of Languages, Linguistics and Cultures) に日本語教育イン

ターンとして在籍し、イギリスの大学でアカデミック・スタッフとして教授経験を積んで

もらう。具体的には、日本語初級選択科目を担当するほか、日本語コースの教材作成・試

験の採点作業さらには大学の各種アドミン業務を経験してもらう。 

インターンの方には、ハル大学外国語学部の英語コースまたは大学院コースに１年間のフ

ルタイム留学生という立場で来ていただく。ハル大学がスポンサーになり、インターンの

方には学生ビザ (Tier 4 Student Visa) を取得してもらう。  

インターンの方がスタッフとして働いてくださる対価として、ハル大学の外国語学部は、

インターンの方の英語コースまたは大学院コースの費用につき３０００ポンド分の免除を

する。残額はインターン本人の負担とする。（個人負担額はおよそ９０００ポンド） 

 

2. インターンの期間及び人数 

９月初旬から翌年の６月中旬まで、毎年１～２名を募集。 

インターンは新規大学職員研修に参加していただく関係上、８月中旬から下旬にハルに来

ていただくことが望ましい。 

 

3. インターンの仕事内容 

 日本語レベル１のコース、２クラスの教授（合計週４時間のティーチング） 

 ティーチング全般にかかる補助業務（オーディオ・ファイル等の教材作成、ハル大

学オンライン学習サイトの運営、学生の宿題の添削など） 

 学生に対する個別学習指導 

 試験の採点作業 

 地元の小学校・中学校などで開催される「日本語体験講座」での教授 

 

4.  選考方法及び受入決定までの流れ 
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（半年前から４か月前） 

英文履歴書の提出 

日本語モジュール・リーダーとの日本語面接 ２回（直接会うことができない場合には、

スカイプにて行う） 

スカイプによる外国語学部長との英語面接 １回 

英語運用力テスト １回（課題はこちらから提示） 

インターン候補者の事務処理能力を測るため、第三者による推薦状の提出 

インターン受入の合否決定 

ハル大学から正式な「インターン受入決定通知書」の送付 

 

（３か月前） 

ハル大学の英語コースまたは大学院コースに出願手続き 

ハル大学からの英語コースまたは大学院コースの受入決定通知 (Offer Letter & CAS 

Statement) 

英国 Tier 4 Student Visa の取得 

 

（８月中旬から下旬） 

渡英。 大学職員研修開始、新学期の開始に備える 

 

5. その他 

ハル大学外国語学部の大学院コース (MA in TESOL and  MA in Translation Studies) 

http://www2.hull.ac.uk/fass/school-of-languages,-linguisti/postgraduate.aspx 

ハル大学外国語学部の英語コース (UHELP: University of Hull English Language 

Programme) 

http://www2.hull.ac.uk/fass/school-of-languages,-linguisti/english-as-a-foreign-language/full-

time-courses.aspx 

 

インターンの方はハル大学外国語学部内でアカデミック・スタッフの立場で扱われます。

業務を遂行するため、コンピューター・プリンター・電話・インターネットなどを完備し

http://www2.hull.ac.uk/fass/school-of-languages,-linguisti/postgraduate.aspx
http://www2.hull.ac.uk/fass/school-of-languages,-linguisti/english-as-a-foreign-language/full-time-courses.aspx
http://www2.hull.ac.uk/fass/school-of-languages,-linguisti/english-as-a-foreign-language/full-time-courses.aspx
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た個室のオフィスが与えられます。大学のスタッフとして各種研修会にも参加していただ

きます。 

インターンの方の宿泊施設に関しては、原則、大学周辺の民間施設または大学所有のアコ

モデーションを利用していただくことになります。これは、別途、御本人から直接申込み

手続きをしていただきます。滞在費及び生活費はすべて本人の負担になります。 

毎日の業務（大学内アカデミック・スタッフの研修会や会議なども含む）、教室での学生

に対する事務連絡、学生への個別学習指導などはすべて英語で行われます。したがって、

英語での非常に高度なコミュニケーション能力が必要になります。 

多方面に渡る事務処理が求められる仕事であることから（メールの返信の的確さや迅速さ、

ワードによる文書作成、エクセルによるデータ管理、オンライン学習サイトの運営、学部

内スタッフとの連絡調整など）、応募者が複数いる場合には社会人経験のある方を優先し

てインターンに採用しています。 

ハル大学での日本語教育インターンは、イギリスの大学で日本語教授経験を積んでもらう

ことを目的にしています。インターン終了後（学生ビザ失効後）、あらたにハル大学と雇

用契約を締結するという確約・保障はありません。 

 

6. ハル大学の日本語コースの概要 

一般教養選択科目としての初級コース４レベル（週１回、２時間、１学期＋２学期） 

レベル 学生数 学習項目・進度の目安 

レベル１ １１０名（計６クラス） Japanese for Busy People 1 前半 

レベル２ ２０名（１クラス） Japanese for Busy People 1  後半 

レベル３ １５名（１クラス） Japanese for Busy People 2  前半 

レベル４ １０名（１クラス） タスク・トピック・ベースの授業で 

Japanese for Busy People 2 後半 

 

7. 問い合わせ先 

 

Tomoko Miyairi （宮入 朋子） 

Director of Passport Foreign Language Modules 

Module Leader in Japanese 

School of Languages, Linguistics and Cultures 

University of Hull 

Hull 

HU6 7RX, UK 

Email   T.Miyairi@hull.ac.uk 


